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安全衛生技術試験協会の改革案について

１ 組織のスリム化ヒト 改革の効果

常勤役員 ▲１（新規）
常勤職員 （新規）

＜平成21年度＞ ＜平成22年度＞ ＜平成23年度＞
３人 ３人 ２人

≪削減数≫

１．組織のスリム化ヒト 改革の効果

○ 常勤役員の削減

常勤職員 ▲２（新規）

≪今後の対応≫

役員：理事長について民間出身者から選任（平成22年７月中）
常務理事（常勤）及び監事（非常勤）の公募（平成22年５月12日より
公募開始）
常勤理事１名の削減（平成22年７月中）

職員：常勤職員の削減 ２人（平成23年度）
定年退職者の後は民間出身者を積極的に採用

理事長：民間出身者を選任
常務理事及び監事：公募
常勤理事：１名削減
職員：試験員等の専門職を除き、

定年後解消

≪今後の対応≫

平成21年度 平成22年度 削減数

役員 4/12人中 4/12人中 ０

職員 37/90人中 34/90人中 ▲３

国家公務員
OB関連

定年退職者の後は民間出身者を積極的に採用

２．余剰資産などの売却 ：余剰資産はない

定年後解消
職員 37/90人中 34/90人中 ▲３

モノ

３．国からの財政支出の削減 ：国からの財政支出はない

４．その他改革事項

カネ

○ 事業費調整引当預金等（19億円）の見直し
・ 安全衛生技術センターの施設の改修等の受験環境改善のために必要な資金を除いて縮減
する。

・ 縮減によって生ずる資金は 当面 労働安全・労働衛生コンサルタント試験及び作業環境測

○受験環境の改善
○試験手数料負担の軽

≪国民への影響≫

改 項

・ 縮減によって生ずる資金は、当面、労働安全・労働衛生コンサルタント試験及び作業環境測
定士試験の安定的な事業運営のための基金とする。

○ 試験手数料の見直し（厚生労働省）
・ 免許試験手数料（学科）について単年度収支が均衡するよう、23年度から、さらに引き下げ

る。

○試験手数料負担の軽
減



１．組織のスリム化ヒト

○ 常勤役員数の削減 改革の効果

＜平成21年度＞ ＜平成22年度＞ ＜平成23年度＞

３人 ３人 ２人

≪削減数≫

常勤役員
▲１人▲１人

《これまでの改革努力》
○ 国家公務員ＯＢ職員の削減

国家公務員ＯＢ職員について 段階的な削減を実施

常勤職員
▲２人

国家公務員ＯＢ職員について、段階的な削減を実施。
平成１９年度の ３９人 から平成２２年度は ３４人 に削減。

《これからの改革努力》
○ 役員について

・ 理事長について、民間出身者から選任（平成２２年７月中）。
・ 常務理事（常勤）及び監事（非常勤）の公募（平成２２年５月１２日より公募中）。
・ 常勤理事１名の削減（平成２２年７月中）・ 常勤理事１名の削減（平成２２年７月中）。

○ 職員について

・ 常勤職員の削減 ２人（平成２３年度）
・ 職員：定年退職を迎えた国家公務員ＯＢの補充については民間から積極的に採用。職員：定年退職を迎えた国家公務員ＯＢの補充については民間から積極的に採用。

２．余剰資産などの売却 ：余剰資産はないモノ

３．国からの財政支出の削減 ：国からの財政支出はないカネ



４．その他改革事項
その他

改革の効果

≪国民への影響≫

○受験環境の改善○ 引当預金について

・ 保有する事業費調整引当預金等（19億円）を見直し、安全衛生技術センタ
ーの施設の改修等の受験環境改善のために必要な資金を除いて縮減する。
縮減 り生じた資金は 当 労働安全 労働衛生 タ 試験 び作業環境測定士

○受験環境の改善
○試験手数料負担

の軽減

・ 縮減により生じた資金は、当面、労働安全・労働衛生コンサルタント試験及び作業環境測定士
試験の安定的な事業運営のための基金とする。

引当預金等の整理のイメージ
引当預金等の

22年度 23年度 24年度 25年度 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ Ｘ年度 ・・・

引当預金等の

額

施設の修繕等に必
要な額（Ｙ円）

過去５年間（平成16～20年度）のコンサルタント試験の平均赤字額 116,513千円

過去５年間（平成16～20年度）の作業環境測定士試験の平均赤字額 45,348千円

116,513千円＋45,348千円＝161,861千円・・・・・・・・単年度の赤字の合計額

22年度 23年度 24年度 25年度 ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ Ｘ年度 ・・・

○ 手数料について（厚生労働省）

免許試験手数料（学科）について 平成21年度より 8 300円から7 000円に引き下げた
《これまでの改革努力》

・ 免許試験手数料（学科）について、平成21年度より、8,300円から7,000円に引き下げた。

《これからの改革努力》
・ 免許試験手数料（学科）について単年度収支が均衡するよう、平成23年度より、7,000円から
6 800円に引き下げる6,800円に引き下げる。

・ 今後の試験手数料の決定については、ルールを明確化し、定期的に見直す。

上記の行政による手数料の見直しに対応し、協会としても適切に対応する。


